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 ６．共同研究の成果 

情報機器の発達，それに伴う分析者の興味の多様化により，大規模データ・複雑データに関

するデータ解析法の需要が高まってきている．本研究では，このようなデータの中から特に，

２者関係について記述した類似性データに着目し，その解析法についての理論的特徴付けおよ

び新たな解析法の提案を目的としている． 

 そして，１．様々な類似性データの理論的特徴付け，２．大規模複雑な類似性データ解析に

おける新規手法の提案，３．大規模複雑な類似性データ解析の解析結果の評価法の提案につい

て，シンボリックデータ解析を中心に研究に取り組んだ． 

 特筆すべき成果としては，２．について，多次元尺度構成法，対応分析，クラスター分析，

社会ネットワーク分析を大規模複雑な類似性データに対する新しいものへと拡張し，新しい分

析法として提案することができたことにある．大規模複雑な類似性データに対する分析法が少

ない中，様々な分析法をこのようなデータに適用できるように拡張することは有意味であると

考える．また，提案手法の大規模な実データへの適用も行い，提案した分析法の有用性を確認

できたことも有意味であったと考える． 

 本年度は，「大規模類似性データ」をテーマにして研究討論会を１回行い，集中的に最新の研

究成果の相互レビューを実施した．主な研究成果は以下のとおりである． 
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